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一般国道９号 北条道路



道路建設事業の再評価項目調書 
  

事業名 一般国道９号 北条
ほうじょう

道路 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

中国地方整備局 

起終点 
 自：鳥取

と っ と り

県東伯
と う は く

郡湯
ゆ

梨
り

浜
はま

町
ちょう

はわい長瀬
な が せ

 

 至：鳥取
と っ と り

県東伯
と う は く

郡琴
こ と

浦町
うらちょう

槻下
つきのした

 
延長 １３．５km 

事業概要  

一般国道９号は京都府京都市から山口県下関市に至る総延長約770㎞の主要幹線道路である。 

北条
ほうじょう

道路は、湯
ゆ

梨
り

浜
はま

町
ちょう

はわい長瀬
な が せ

から琴
こ と

浦町
うらちょう

槻下
つきのした

に至る延長13.5kmの道路である。 

事業目的は、道路の適正な機能分担による安全性の向上、観光地の活性化や企業進出の促進、救急医療ア

クセスの強化である。 

Ｈ２９年度事業化 Ｈ２８年度都市計画決定 Ｒ２年度用地着手 Ｈ３０年度工事着手 

全体事業費 約843億円 事業進捗率 
（令和７年３月末時点） 

46％ 供用済延長 0.0km 

計画交通量   19,400 ～ 27,400台／日 

費

用

対

効

果

分

析 

B/C  EIRR  総費用 (残事業)/(事業全体)  

   444/8,185億円 

総便益 (残事業)/(事業全体)  

  598/18,012億円 
基準年 

（事業全体） （事業全体）   

 2.2 (0.7)   

9.0% (2.3%) 
事 業 費： 388/7,256億円 

維持管理費：  56/ 818億円 

更 新 費：   -/ 111億円 

走行時間短縮便益：409/14,615億円 

走行経費減少便益：147/ 2,773億円 

交通事故減少便益： 42/  623億円 

令和6年 (

参
考) 

2.7 (1.1) 〔2%〕 

3.0 (1.3) 〔1%〕 

（残事業） （残事業） 
感
度
分
析 

（事業全体） （残事業） 

 1.3 (1.3)   

5.9% (5.7%) 

交通量 B/C=1.9～2.5（±10％） 交通量 B/C=1.2～1.4（±10％） 

(

参
考) 

1.9 (1.8) 〔2%〕 事業費 B/C=2.2～2.2（±10％） 事業費 B/C=1.2～1.5（±10％） 

2.3 (2.2) 〔1%〕 事業期間 B/C=2.2～2.2（±20％） 事業期間 B/C=1.3～1.4（±20％） 

事業の効果等  

①円滑なモビリティの確保 

・渋滞損失の削減が期待される 

・琴浦町から倉吉駅（特急停車駅）へのアクセス向上が期待される 

・湯梨浜町から米子鬼太郎空港（共用空港）へのアクセス向上が期待される 

②物流効率化の支援 

・湯梨浜町から境港（重要港湾）までのアクセス向上が期待される 

③国土・地域ネットワークの構築 

・高規格道路「山陰自動車道」に並行する自動車専用道路の一部として位置づけ 

・隣接した日常活動圏中心都市間（鳥取市～米子市間）を最短時間で連絡する路線を構成する 

・日常活動圏中心都市（倉吉市）へのアクセス向上が見込まれる 

④個性ある地域の形成 

・主要な観光地（白壁土蔵群）へのアクセス向上が期待される【R5観光入込客数：44万人（白壁土蔵群）】 

⑤安全で安心できるくらしの確保 

・三次救急医療機関（鳥取県立中央病院、鳥取大学医学部附属病院）へのアクセス向上が期待される 

⑥災害への備え 

・第１次緊急輸送道路である国道９号の代替路線を形成 

⑦地球環境の保全 

・ＣＯ２排出量の削減が期待される 

⑧生活環境の改善・保全 

・ＮＯｘ排出量の削減が期待される 

・ＳＰＭ排出量の削減が期待される 

⑨他のプロジェクトとの関係 

・大規模事業（一般国道313号（北条倉吉道路（延伸））と一体的に整備する必要がある 

・「鳥取県の将来ビジョン（令和2年10月）」「第2次北栄町まちづくりビジョン（令和2年9月、R5.3改訂）」「第4次

湯梨浜町総合計画（令和3年3月）」に位置づけられている 

 



関係する地方公共団体等の意見  

「一般国道9号 北条道路」の意見「継続」という対応方針（原案）について異存ありません。 

事業費の増加は、事前に予見不可能な内容で、道路の安全性や強靱性確保の観点からやむを得ないもの

と考えます。 

またこの度、令和８年度の全線供用から、はわいIC～北条IC（仮称）の部分供用に見直しとなりましたが、引

き続きコスト縮減と安全確保を図りつつ、一日も早い供用開始にご尽力いただきますようお願いします。 

あわせて、北条IC（仮称）～大栄東伯IC を含めた全線開通が大幅に遅延することがないよう工程精査をお

願いします。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

H31年4月に湯梨浜地区交差点立体化区間が完成。 

H31年4月に琴の浦ICが開通。 

R元年5月に鳥取西道路が全線開通。 

R元年度に北条道路に接続が予定されている国道179号はわいバイパス、（主）倉吉由良線が事業化。 

R7年3月30日に鳥取県立美術館が開業予定 

R7年4月に道の駅「ほうじょう」がリニューアルオープン予定 

R9年に青山剛昌ふるさと館がリニューアル予定 

 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

令和６年度末時点で用地買収は86%、工事は46％、全体では46％である。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

引き続き、早期全線開通を目指し事業を推進する。 

施設の構造や工法の変更等  

今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

以上の状況を勘案すれば事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価格に社会的割引率（4%）を用いて基準年の価値に換算し集計したもの。 

※B/Cの値は、社会的割引率4%を用いて計算した場合の費用便益分析結果。また、比較のために参考とすべき値として1%及び2%を

設定し、それに対応する費用便益分析結果を参考として併記している。（〔  〕内は社会的割引率の値） 

東伯・中山道路
平成22年度
2/4車線開通

北条道路 延長13.5km 青谷・羽合道路
平成14年度
2/4車線開通
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一般国道９号 北条道路
ほうじょう

「事業再評価」

一般国道９号 北条道路
ほう じょう

国土交通省 中国地方整備局

令和６年１２月



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

１．再評価の重点化・効率化判定票
(道路・街路事業）

項目
判定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない
対象路線沿線市町村の人口 R2.10：4.6万人 → R5.10：4.5万人
対象路線沿線市町村の自動車保有台数 R2.3：425百台→R5.3：427百台
※対象路線沿線市町村：湯梨浜町、北栄町、琴浦町

変化なし
■

変化あり
□

前回評価からの事業費・事業期間の増加 増加無し
10%以内

増加 10%超え

事業費の増加
全体事業費：約524億円（R3年度再評価時）→

約843億円（R6年度再評価時） 増加率61%
□ □ ■

事業期間の増加
10年（R3年度再評価時）→
13年（R6年度再評価時） 変化率30%

□ □ ■

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない
前回：H30.2 費用便益分析マニュアル改定
今回：R5.12 費用便益分析マニュアル改定

変化なし
□

変更あり
■

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内）
1,704,200TE/日（R3年度再評価時）→

1,648,800TE/日（R6年度再評価時） 減少率3%
10%以下

■
10%超え

□

周辺ネットワークで新規事業化がない 周辺ネットワークで新規事業がない
なし
■

あり
□

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に比して費用対効果分析に要する費用が大きい
・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準

値を上回っている

直近３ヶ年の事業費の平均に対する分析費用 0.02% ＜ 基準値（1.0%）
前回評価時の感度分析下位ケース 1.2 ≧ 基準値（1.0）

満足している
■

満足してない
□

前回評価で資料の作成を省略していない
省略していない

■
省略している

□

前回評価で費用対効果分析を省略していない
省略していない

■
省略している

□

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） 特になし －

以上より、審議区分 ： 重点 資料 ： 作成 費用対効果分析 ： 実施 とする。
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一般国道９号 北条道路
ほうじょう

●一般国道９号は京都府京都市から山口県下関市に至る総延長約770㎞の主要幹線道路である。
●北条道路は、湯梨浜町はわい長瀬から琴浦町槻下に至る延長13.5kmの道路である。

凡 例

高
規
格
道
路

今回評価路線

供用中

事業中

調査中

２．事業概要
（１）位置図

ながせ ことうらちょうつきのしたほうじょう ゆ り はま ちょう

北条道路 延長13.5km
ほうじょう大

栄
東
伯
IC

は
わ
い
IC

2

位置図



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

東伯・中山道路

平成22年度
2/4車線開通

北条道路 延長13.5km 青谷・羽合道路

平成14年度
2/4車線開通
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起 終 点
起点：鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬
終点：鳥取県東伯郡琴浦町槻下

計 画 延 長 １３.５ｋｍ

道 路 の 規 格 第１種第２級

設 計 速 度 １００ｋｍ／ｈ

車 線 数 暫定２車線

土 工 部 橋 梁 部

２．事業概要
（２）事業目的と計画概要

事業位置図

計画概要 標準断面図

とっとり とうはく ゆりはま ながせ

とっとり とうはく ことうら つきのした

単位：ｍ

3

●北条道路は、道路の適正な機能分担による安全性の向上、観光地の活性化や企業進出の促進、救急医療アクセスの強化
を目的とした事業である。



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

２．事業概要
（３）事業の経緯と進捗状況

4①北条JCT(仮称)周辺より米子市方面を望む ②米子市方面より北条IC(仮称)を望む

●事業の経緯

事
業
経
緯

北条道路
平成28年度 都市計画決定

平成29年度 事業着手

平成30年度 工事着手

令和2年度 用地着手

令和3年度 再評価

年度
区間

●事業全体の進捗状況
（令和７年3月末時点)

東伯・中山道路

平成22年度
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事業位置図

写真①

写真②

写真①

写真②

北条IC(仮称)

(北条JCT(仮称))

ほうじょう

ほうじょう

大栄IC(仮称)
だいえい

至 米子市

至 鳥取市至 米子市

至 鳥取市

「道の駅」ほうじょう

R6年7月撮影

青谷・羽合道路

平成14年度
2/4車線開通
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R6年7月撮影

よなご とっとり

よなごとっとり

ほうじょう
とうはく なかやま あおや はわい

●平成29年度に事業着手し、平成30年度に工事着手、令和2年度に用地着手している。
●現在は用地買収及び工事を推進している。

北条道路
用地 86％
工事 46％
全体 46％

凡 例
山陰道(事業中区間）

山陰道（開通区間）
一般国道(直轄区間)
補助国道
主要地方道
一般県道
市町村境



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

３．前回評価時からの主な周辺環境の変化

鳥取県立美術館
（令和7年3月30日開業予定)

北条道路
延長13.5km

ほうじょう

凡 例

高
規
格
道
路

今回評価路線

供用中

事業中

調査中

5

青山剛昌ふるさと館
リニューアル(令和9年予定）

道の駅「ほうじょう」
リニューアルオープン
（令和7年4月予定）

出典：青山剛昌ふるさと館提供資料 出典：北栄町HP

●倉吉市の倉吉パークスクエアに隣接して鳥取県立美術館の整備が進められている（令和7年3月30日開業予定）。
●重点「道の駅」に指定されている道の駅「ほうじょう」（旧称北条公園)が令和7年度リニューアルオープンに向けて整備が進められ
ている。

●主要な観光地である青山剛昌ふるさと館が令和9年リニューアルオープンを目指して整備が進められている。

出典：鳥取県立美術館提供資料

©青山剛昌／小学館

北条倉吉道路
（倉吉西IC～倉吉南IC)
（令和7年3月開通予定）



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

４．事業の必要性

（１）現状の課題

課題①：交通事故

①：地域医療の支援

課題②：事故等による通行止め

（２）道路整備により期待される効果

②：地域経済を支える企業進出の支援

③：地域の観光振興

《整備効果》

整備効果①：死亡・重傷事故の減少

整備効果①：救急搬送時間の短縮
安静搬送による患者負担の軽減

整備効果②：事故等での通行止めによる交通
への影響軽減

整備効果②：アクセス性向上による企業進出
の支援

整備効果③：県内周遊観光の充実

6



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

４．事業の必要性
（１）現状の課題

課題① 交通事故

7

●鳥取県内の一般国道9号における死傷事故件数は、山陰道整備に伴い減少傾向にあるが、北条道路が並行する区間では
減少していない。コロナ禍により死傷事故件数の減少が見られたが再び増加傾向。

●当該区間は交差点付近などで急ブレーキが多く発生していることから、死亡・重傷事故の発生確率が高い状況にあり、近年10
年間の死亡事故率は全国平均の約1.6倍と高くなっている。

●北条道路整備により通過交通が転換されることで死亡・重傷事故の減少が期待される。

11
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16

0

50

100

150

200

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

北条道路並行区間 一般国道9号(鳥取県全体）

（件）

0.28 

0.66 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

国道９号

(鳥取県全体)

北条道路

並行区間

（単位：件/億台キロ）

■一般国道９号（北条道路並行区間）の死亡・重傷事故の発生箇所

■一般国道９号(北条道路並行区間)の死亡事故率
（10年間：H25-R4)

出典：事故別データ（H25-R4,交通事故総合分析センター）

■一般国道９号 鳥取県内全体の死傷事故件数

全国平均の約1.6倍
死亡事故が発生

全国平均0.4件/億台キロ

国道９号全体は
減少傾向

北条道路並行区間は
減っていない

コロナ禍は減少

再び増加

※国道9号の自動車専用道路区間は集計対象外

出典：事故別データ（H25-R4,交通事故総合分析センター）

※国道9号の自動車専用道路区間は集計対象外

北条道路 延長13.5km
ほうじょう

湯梨浜地区交差点
立体化事業
(H31.4完成)

上り

下り 新川・浜入口交差点
二軒屋交差点

E9

事業区間全体で急ブレーキが多く発生。
死亡・重傷事故が多発

道の駅
ほうじょう

道の駅
大栄

:死亡事故

:重傷事故

:急ブレーキ箇所(-0.6G以下※1)

＜凡例＞

※1：路面乾燥時にスリップが生じる可能性がある減速度。
(出典：ETC2.0プローブデータ分析マニュアル(案)（H28.3 東北地方整備局))

急ブレーキ箇所：ETC2.0データ 様式1-4(R05.4～12)集計結果
事故発生箇所：事故別データ（H25-R4,交通事故総合分析センター）

※地理院地図（電子国土web)を加工して作成

中山・名和道路全通(H25.12)
名和・淀江道路開通(H25.12)



一般国道９号 北条道路
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郡
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浜
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番号 地名 年月日 分類 規制時間

A 北栄町東園 H27.1.8 交通事故 2時間56分

B 北栄町 H28.6.28 交通事故 0時間50分

C 北栄町江北 H29.5.7 交通事故 1時間05分

D 北栄町下神 H29.6.22 交通事故 3時間00分

E 北栄町江北 R1.8.11 交通事故 3時間16分

F 北栄町由良宿 R1.11.17 交通事故 1時間37分

G 北栄町妻波 R2.4.7 交通事故 4時間01分

H 北栄町由良宿 R4.1.17 交通事故 2時間06分

I 北栄町江北 R4.3.3 交通事故 5時間07分

J 北栄町西園 R4.8.8 交通事故 1時間57分

K 琴浦町槻下 R4.10.8 交通事故 2時間17分

L 北栄町大谷 R5.6.14 交通事故 2時間29分

総計 計12回  30時間41分

４．事業の必要性
（１） 現状の課題

課題② 事故等による通行止め

写真❶

BDA C
FG

E
H

I
JKＬ

終
点

鳥
取
県
東
伯
郡

琴
浦
町
槻
下

こ
と
う
ら
ち
ょ
う
つ
き
の
し
た

と
っ
と
り

と
う
は
く

北条道路 延長13.5km
北条道路並行区間（一般国道9号）では

10年間で12回(最大で約5時間)
の通行止めが発生

北条道路並行区間での国道９号の通行止めの実績

【写真❶】事故発生状況

R元年8月11日撮影

【写真❷】迂回路(幅員狭小区間)での混雑発生状況

R元年8月11日撮影

現道と迂回路の所要時間比較

鳥取市
青谷支所

琴浦町役場 E9

出典）R3全国道路・街路交通情勢調査 混雑時旅行速度

鳥
取
市
青
谷
支
所

【一般国道９号】

【迂回路】

約42分

約33分琴
浦
町
役
場

約9分

迂回路との時間差

出典：倉吉河川国道事務所提供資料（通行止め実績：H26～R5）

迂回路で混雑が発生

写真❷

8

●北条道路に並行する一般国道9号では事故による通行止めが12件/10年（最大約5時間）が発生している。
●一般国道9号の迂回路には幅員狭小区間が存在し、通行止め時には迂回路において混雑が発生する状況である。
●北条道路の整備により、一般国道9号通行止め時の代替路が確保され、道路の安全性・信頼性の向上が期待される。

ほうじょう

凡 例
交通事故

通常ルート

迂回ルート

凡 例

山陰道(事業中区間）

山陰道（開通区間）

一般国道(直轄区間)

補助国道

主要地方道

一般県道

市町村境



一般国道９号 北条道路
ほうじょう
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鳥取県立中央病院 鳥取大学医学部附属病院（件）

４．事業の必要性
（２） 道路整備により期待される効果

① 地域医療の支援

三次医療施設６０分圏域

・北条道路の整備により救急
搬送経路の安全性、迅速性、
確実性が向上することを期
待しています。

鳥取中部ふるさと広域連合
消防局
（令和6年7月ヒアリング調査）

E9

E73

E29

E9

北条道路

資料/R3国調メッシュデータ(総務省)
※規制速度を用いて算出
※人口はR3国調メッシュデータを使用

西部地域

：60分圏域（三次医療施設）

：将来道路網による60分圏域拡大エリア

：三次医療施設

鳥取大医学部附属病院

資料：鳥取大医学部附属病院HP

鳥取県立中央病院

資料：鳥取県立中央病院HP中部地域
東部地域

鳥取中部ふるさと
広域連合消防局

資料：鳥取中部ふるさと広域連合消防局 ヒアリング結果

＜道路条件＞開通前：R06.4現在の道路網
開通後：R22将来道路網（北条道路開通）

＜速度条件＞規制速度
（R3全国道路・街路交通情勢調査をもとに設定）
北条道路は70㎞/ｈ

湯梨浜町役場

山陰道

鳥
取
自
動
車
道

北条道路整備後により
三次医療施設60分圏域人口
が約3.5千人増加

カーラーの救命曲線

多量出血の場合、60分を超え
ると死亡率が約100%

出典）所要時間算出の旅行速度:規制速度
(R3全国道路・街路交通情勢調査）

三次医療施設へ年平均 約90件の搬送が発生

鳥取県中部地域から三次医療施設への搬送件数

湯
梨
浜
町
役
場

鳥
取
大
学
医
学
部

附
属
病
院

【整備前】

５５分

【整備後】

５３分
２分
短縮

9

●鳥取県中部地域は、三次医療施設が存在せず、県内の三次医療施設（鳥取大学医学部附属病院、鳥取県立中央病院）
まで60分以内に到達できない地域が存在。

●北条道路の整備により搬送時間が短縮され、傷病者の負担軽減が期待される。

ほうじょう



一般国道９号 北条道路
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（件）（人）

４．事業の必要性
（２） 道路整備により期待される効果

② 地域経済を支える企業進出の支援

10

●鳥取県への企業進出数は、山陰道・鳥取道の整備に伴い増加している。
●北条道路の整備により県全域が高速ネットワークで接続され、県全域へのアクセス性が向上することで更なる企業進出や企業
の販路拡大、人材確保への効果が期待される。

中部 東部

企業進出状況

鳥取県への企業進出の推移

E29

E9

E73

E9

出典）鳥取県資料

出典）鳥取県資料

・北条道路が整備されることで、県の全域が一本の
高速ネットワークで結ばれることとなり、関西
圏･中京圏から県中西部など県内全域へのアクセ
スが向上し、県外企業にアピールする上で強力な
訴求ポイントとなります。

・また、北条道路を含む山陰道の整備による県全域
へのアクセス性の向上は、企業の販路拡大や人材
確保についても効果が期待されます。

西部

鳥取西道路
開通

名和・淀江道路
一部開通

青谷・羽合
道路開通

東伯・中山
道路開通

鳥取自動車道 一部開通
（鳥取県内のみ）

鳥取自動車道
開通

中山・名和道路
名和・淀江道路開通

山陰道・鳥取道の

整備とともに

企業進出が増加

鳥取県商工労働部 立地戦略課
（R6.9月ヒアリング調査）

広島方面 関西・中京
方面

県内全域への
アクセス性が向上県内全域への

アクセス性が向上

雇用計画人数(人)

企業進出件数(件)



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

《鳥取県東部・中部・西部地域の観光入込客数の推移》

注)鳥取県西部のH22年の増加要因は、2010年度上半期に放映されたNHKドラマ「ゲゲゲの女房」の影響と推測される

アクセス性向上アクセス性向上

R５年入込客分布

・倉吉パークスクエア隣接地に約１万㎡の県立美術
館を整備。令和７年（2025年）春開館予定。従
来の美術館機能に加え、サードプレイスとなる美
術館を目指す。

（鳥取県教育委員会事務局 美術館整備局 美術館整備課）

・都市圏（特に名古屋など中京圏）
からの観光客が増えています。

・車で家族旅行される人が多く見ら
れ、車社会を実感しているいます。

・通行料金が無料であることは、観
光客にとっては嬉しいです。

地域の声

大山町 観光課
（R5.11月ヒアリング調査）

４．事業の必要性
（２） 道路整備により期待される効果

③ 地域の観光振興

※出典）鳥取県主要観光施設
入込客数(R5年時)

11

鳥取県立美術館開館予定

：東部地域
：中部地域
：西部地域

●鳥取県の観光入込客数は、東部地域の増加傾向に比べ、中部・西部地域の伸びが少ない。
●鳥取県観光入込客の交通手段は自家用車が約8割と高く、北条道路の整備により県内の高速道路ネットワークが形成される
ことで中部･西部地域へのアクセス性が向上し、県内周遊観光の促進による観光客の増加が期待される。

自家用車

81.3%

列車

4.1%

飛行機

2.5%

路線バス

2.5%

貸切バス

1.5%
タクシー

0.2%

その他

8.0%

自家用車が
約8割

▲交通手段割合

鳥取県内

55.9%
近畿

17.0%

中国

17.0%

関東

4.2%

中部

2.6%

四国

1.9%

九州・沖縄

1.3%
北海道・東北

0.3%

※出典）鳥取県「令和4年観光入込動態調査」

鳥取県以外が
約4割

（近畿が2割） ▲発地別割合

《鳥取県観光入込客の特性 [R5]》
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入
込
客
数

(

千
人)

東部 中部 西部 東部伸び率 中部伸び率 西部伸び率

H21.3
鳥取道（県内開通）

H25.3
鳥取道（全線開通） H26.3

駟馳山バイパス開通

H25.12
名和・淀江道路、中山・名和道路開通

H23.2
東伯・中山道路開通

コロナ

R1.5
鳥取西道路開通

H20.3
名和・淀江道路
(名和～淀江間開通）

中部・西部は高速道路NWが形成されていないため東部と比べ伸びが少ない

東部は高速道路NWが
形成されているため伸びている傾向



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

５．コスト増加の要因

12

・ 総事業費（増額後）：843億円 今回増額：319億円（約61％増）

12

■コスト増加の内訳（＋319億）

項 目 増額費用

（１）土質改良の追加 １２７億円

（２）橋梁詳細設計による杭長の延伸 ５２億円

（３）変位緩衝孔の追加 ７億円

（４）先行掘削の追加 ３億円

（５）軟弱地盤対策の追加 ３２億円

（６）地中障害物の出現による撤去費の追加 ２２億円

（７）労務費・物価上昇による増額 ７６億円

合 計 ３１９億円



一般国道９号 北条道路
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土質試験結果よりシルト分の多い土

⇒盛土条件を満足しない

位 置 図

盛土条件を満足しない土は抵抗力
が低く、円弧すべりによる盛土崩
壊が生じる。

【盛土工の内訳】
■当初計画
・積込 約 50万m3 →  3億円
・運搬（15km）約 50万m3 → 25億円
・盛土 約150万m3 → 8億円 合計 36億円

■変更計画
・積込 約150万m3 →  9億円
・運搬（15km）約150万m3 → 75億円
・土質改良 約100万m3 → 71億円
・盛土 約150万m3 →  8億円 合計 163億円

増額 127億円

北条道路

鳥取県

全体盛土量 約260万m3

盛土済区間
約110万m3

５．コスト増加の要因

13

約127億円の増額（1）土質改良の追加

●今後施工する約150万㎥の内、河川掘削土や他事業発生土が約100万㎥、仮置土が約50万㎥の計画としていたが、河川掘
削土や他事業発生土からの調達量が減となる見通しとなったことから、新たな調達先を確保する必要が生じた。

●そのため、他事業などとの調整により盛土材を確保したが、当方による積込・運搬が必要になった。また、全てが良質土ではなく、
盛土材の一部に土質改良が必要となった。

約10万m3

盛土
（土質改良）

盛土
（土質改良）

盛土
（土質改良）

凡　　例

車両走行方向（本線）

車両走行方向（ランプ）

車両走行方向（国道9号）

凡　　例

車両走行方向（本線）

車両走行方向（ランプ）

車両走行方向（国道9号）

天
神

川北
条
川

放
水
路

北条道路平

至　米子市

鳥取県天神川流域下水道公社

北栄町下水道管理センター

北条砂丘土地改良区

クリーンランドほうき

道の駅北条公園（北側エリア）

道の駅北条公園（南側エリア）

ローソン

はわいIC

北条IC（仮称）、北条JCT（仮称）

セパレート通行区間

国道9号（現道）

対面通行区間

国道9号（現道）

セパレート通行区間

国道9号（現道）

①

①'

②

②'

①－①'断面②－②'断面

国道9 号上 り線国 道 9号下り 線

北条道路 北条道路

国道9 号下 り線

下
り
線

上
り
線

下
り
線

上
り
線

下
り
線

上
り
線

盛土盛土

約50万m3

平 面 図

北条IC（仮称）、北条JCT（仮称）

はわいIC

約110万m3
※盛土概成

妻波

大
谷

前
川

大谷

新
座
川

最終処分場
産業廃棄物

伊
勢
崎
排
水
処
理
場

由良宿

由
良

川

至　

北条道路平面図（

JA鳥取中央長芋集荷場

道の駅大栄大栄浄化センター

大谷保育所

ローソン

大栄IC（仮称）

大栄東伯IC

大栄IC（仮称）

約25万m3 約65万m3
大栄東伯IC

土質改良した盛土

基礎地盤

土質改良の追加

基礎地盤

地震時慣性力 自重

シルト分の多い盛土
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H30-AS-BP-3

変更計画

当初計画

As-
1-1

Ds-1

Dg-2

Ds-2

見直し後支持層
(N値50以上連続)

Dep.=
46.5m ▶

Ds-1

N値50
以上連続 見直し後支持層

H30-AS-BP-2H30-AS-BP-3

最小N値
30未満

最小N値
30未満

最小N値
20未満

最小N値
20未満

最小N値
30未満

・As-1は最小N値が支持層目安を下回る
・As-2はN値が支持層目安を連続して上回る →当初支持層

・地質構成が想定と異なる
・Ds-1、Dc-1、Dc-2、Ds-2は最小N値が支持層目安を下回る
・Dg-2はN値が支持層目安を連続して上回り、支持力を満足
→見直し後支持層

【断面図(西園橋)】

５．コスト増加の要因

14

（2）橋梁詳細設計による杭長の延伸(N値、支持力照査に伴う見直し) 約52億円の増額

●当初、松神地区～妻波地区の橋梁において、地質調査結果により沖積砂質土層（As-2）を支持層として想定していた。
●橋梁位置での追加調査を行ったところ、当初想定していたN値が確認されず、支持層の見直しが必要となった。
●この結果をもとに橋梁詳細設計を行った結果、杭基礎の杭長の延伸が必要となったもの。

まつ がみ つま なみ

位 置 図

鳥
取
県
東
伯
郡

湯
梨
浜
町
は
わ
い
長
瀬

と
っ
と
り

と
う
は
く

ゆ
り
は
ま
ち
ょ
う

な
が
せ

鳥
取
県
東
伯
郡

琴
浦
町
槻
下

東伯・中山道路

平成22年度
2/4車線開通

北条道路 延長13.5km 青谷・羽合道路

平成14年度
2/4車線開通

至

鳥
取
市

はわいIC
大栄東伯IC

だいえいとうはく琴浦町
ことうら

「道の駅」ほうじょう
「道の駅」大栄

「道の駅」はわいE9

E9

北条IC(仮称)

(北条JCT(仮称))

ほうじょう

ほうじょう

ほうじょうとうはく なかやま あおや はわい

大栄IC(仮称)
だいえい

こ
と
う
ら
ち
ょ
う
つ
き
の
し
た

と
っ
と
り

と
う
は
く

西妻波跨道橋
東妻波跨道橋

大栄IC橋

西園橋
東園橋

松神地区～妻波地区

【平面図(松神地区～妻波地区)】
まつ がみ つま なみ

まつがみ つまなみ

●当初調査箇所
●追加調査箇所（H30～R2）

H30-AS-BP-3

H30-AS-BP-2

【拡大図】

西園橋

【杭基礎工の内訳】
■当初計画

５橋（平均杭長：11.3m） ：88本 → 2.2億円
■変更計画

東園橋（平均杭長:43.7m） ：17本 →  10.0億円
西園橋（平均杭長:43.6m） ：28本 → 15.2億円
大栄IC橋（平均杭長:48.8m） ：20本 → 12.7億円
東妻波跨道橋（平均杭長:43.1m）：21本 → 11.7億円
西妻波跨道橋（平均杭長:30.0m）：12本 → 4.2億円

合計 約54億円
+52億円

橋梁

当初計画 変更計画

杭本数
(本)

支持層
深さ(m)

杭長
(m)

杭本数
(本)

支持層
深さ(m)

杭長
(m)

東園橋
H30-SN-BP-5

16 14.3
12.0

17 46.0
44.0

H30-SN-BP-4 11.0 43.5

西園橋
H30-AS-BP-3

28 14.3
12.0

28 46.5
44.5

H30-AS-BP-2 11.0 43.0

大栄IC橋
H30-DN-BP-3

20 14.3
12.0

20 50.0
48.5

H30-DN-BP-2 11.0 49.0

東妻波
跨道橋

R2-SI-BP-5
12 14.3

11.0
21 44.0

42.5

R2-SI-BP-6 11.0 43.5

西妻波
跨道橋

R2-SI-BP-7
12 14.3

11.0
12 31.0

30.5

R2-SI-BP-8 11.0 30.0

Ds-1

Ds-1

Dc-1

Dc-1

Ds-2

Dg-2

As-1-1

S-1
F

Dc-1

Dc-1
H25調査箇所より
支持層を想定

想定に用いた調査結果

当初計画(H25)

S-1

H30-AS-BP-3
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軟弱地盤対策施工状況（静的締固め砂杭工法）

軟
弱
地
盤

対
策
範
囲

周辺道路への影響状況

隣接する周辺道路への影響が確認されたため、
対策として補助工を追加する必要が生じた

補助工法（変位緩衝孔）の追加

北
条
道
路
事
業
地
側

↓

変位緩衝孔
（追加）

静的締固め砂杭
（軟弱地盤対策）

変位緩衝孔イメージ

砂杭施工による振動・変位の
影響を変位緩衝孔で吸収

国道に近接した施工状況

施工時
町道に変状

施工時
町道に変状

町道の変状発生

北条道路 延長13.5km

至 松江市

道の駅「ポート赤碕」

道の駅「琴の浦」

E9 東伯中山道路

E9
道の駅「はわい」

変位緩衝孔が必要な区間（約6km）

ほうじょう

とうはく なかやま

位置図

至 鳥取市

【対策の内訳】

変位緩衝孔 5,000本 → 7.0億円増

（3）変位緩衝孔の追加 約7億円の増額

●軟弱地盤対策（液状化対策）については、地質調査を踏まえ周辺道路、耕作地への影響に配慮し、設計段階から通常より
振動・変位の少ない「静的締固め砂杭工法」を選定したうえで施工を開始したが、隣接する周辺道路への影響が確認されたた
め、静的締固め砂杭工法の補助工として変位緩衝孔を追加する必要が生じた。

至

鳥
取
市

国坂地区
くに さか

江北地区
え きた

江北地区
え きた
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位置図

・固い砂層（N値35程度以上）だと静的締固め砂杭
工法の機械では打ち抜けない
・固い砂層の下には液状化層があるため 静的締
固め砂杭は必要

補助工として先行掘削を追加
（先行掘削後に静的締固め砂杭を施工）

先行掘削状況

【先行掘削】

【対策の内訳】
先行掘削

はわい長瀬地区 450本 → 0.6億円
国坂地区 1,150本 → 1.6億円
弓原地区 500本 → 0.7億円

+3億円

（4）先行掘削の追加 約3億円の増額

●軟弱地盤対策（液状化対策）の静的締固め砂杭工法をすすめるうえで、一部区間で液状化層の上層部に部分的に固い砂
層が存在していたため、静的締固め砂杭工法の補助工として先行掘削を追加する必要が生じた。

北条道路 延長13.5km

至 松江市

道の駅「ポート赤碕」

道の駅「琴の浦」

E9 東伯中山道路

E9
道の駅「はわい」

弓原地区 国坂地区 はわい長瀬地区
ゆみはら くにさか ながせ

至 鳥取市

ほうじょう

とうはく なかやま

固い砂層改良対象層

先行掘削必要範囲
静的締固め砂杭範囲

静的締固め砂杭範囲

静的締固め砂杭範囲

H28

R02

R02

H28
H28

H28

設計時の調査箇所

R02 R02

国坂地区
くに さか

【断面図】

SCP下端

35
Bor-1(H28)

Bor-1(H28)
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北条道路 延長13.5km

至 松江市

道の駅「ポート赤碕」

道の駅「琴の浦」

E9 東伯中山道路

E9
道の駅「はわい」

至 鳥取市

東園地区～西園地区

埋土層出現範囲

ほうじょう

とうはく なかやま

ひがしその にしその

道の駅大栄

固結工の追加

掘削した埋土
粘性土・腐植土

試掘状況

埋土層

砂層

地震時慣性力
自重

盛土
埋土層 盛土

固結工の追加
（地盤破壊対策）

静的締固め砂杭
（液状化対策）

NG
静的締固め砂杭
（液状化対策）

埋土層の室内土質試験結果
・砂質粘土～砂混り粘性土だが、過圧密状態で圧
縮性は低い
・粘着力C=11～15kN/m2(φ=0°)で、せん断強度
が低い

⇒圧密沈下のリスクは小さいが、地震時にすべり
崩壊が生じる

側面図

埋土層出現範囲

位置図

10.0

0.0

10.0

0.0

砂丘砂層

沖積砂質土層

埋土層

約1.3km約0.6km

5.0 5.0

：埋土層範囲 ：当初調査箇所（H30） ：追加調査箇所（R2）

【対策の内訳】

固結工

約17万m3 → 32億円増

５．コスト増加の要因
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（5）軟弱地盤対策の追加 約32億円の増額

●東園・西園地区において、当初地質調査にて部分的に軟弱な粘性土・腐植土からなる埋土層が確認された。
●R2年度～R3年度に詳細調査を行ったところ、想定以上の広範囲に分布していることが判明し、分布状況を踏まえて盛土の安
定度照査を実施したところ、地震時に基礎地盤及び盛土ですべり崩壊が生じることが判明したため、埋土層に対して固結工
（中層混合処理工）の追加が必要となった。

ひがしその にし その

西園地区
にしその

東園地区
ひがしその

固結工 L＝約1.3km固結工 L＝約0.5km
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５．コスト増加の要因

約22億円の増額

地中障害物の調査状況

位置図

●軟弱地盤対箇所から、転石や木根などの障害物が出現した。
●軟弱地盤対策を実施するためには障害物の撤去が必要であり、そのため撤去費の追加が必要となった。

【対策の内訳】

撤去費 約40万m3 → 22億円増

転石の出現 木根の出現

北条道路 延長13.5km

至 松江市

道の駅「ポート赤碕」

道の駅「琴の浦」

E9 東伯中山道路

E9
道の駅「はわい」

至 鳥取市

地中障害物の出現

18

（6）地中障害物の出現による撤去費の追加
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100%

110%

120%

130%

140%

150%

160%

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

異形棒鋼 SD345 D16～25

鋼板（販売） 鋼板 無規格 12≦t≦25

生コンクリート 高炉 24-12-25(20)

軽油

100%

110%

120%

130%

140%

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

特殊作業員

普通作業員

土木一般世話役

運転手（特殊）

型枠工

労務単価の伸び率

【凡例】

前回評価

主要建設資材単価の伸び率

【凡例】

約１割増

鳥取県 鳥取県

（7）労務費・物価上昇による増加 約76億円の増額

●前回評価（令和３年度）後の資機材・労務単価上昇によって、増額の必要が生じた。

約２割～５割増

今回評価 前回評価 今回評価

150%

146%

126%

121%

116%
115%

114%
112%

112%
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●資材、労務単価上昇に伴う内訳を示す。主な増加は、橋梁費とIC・JCT費にかかる増額となっている。
●理由としては、コンクリート・鋼材等の材料単価の上昇、工事・設計における労務単価等の上昇である。

５．コスト増加の要因

20

区分 費目 R3再評価
（R4以降残）

R6再評価
（R4以降残） 物価上昇

➀工事費 ３５，９６０ ４３，２４０ ７，２８０

改良費 ２０，４２２ ２２，２４９ １，８２７

橋梁費 ６，０８８ ９，０３０ ２，９４２

トンネル費 － － －

IC・JCT費 ４，３０６ ６，１１９ １，８１３

舗装費 ３，２８１ ３，６０３ ３２２

附帯施設費 １，８６３ ２，２３９ ３７６

②用地及び補償費 ８１ ８１ 0

③間接経費 ４，６４９ ４，９０９ ２６０

全体事業費 ４０，６９０ ４８，２３０ ７，５４０

●主要構造物（残数量）
・長大橋(Me)  4橋(下部工未完：4橋)
・長大橋(PC)  1橋(下部工未完：1橋)

●その他費用
・セメント、鋼材、石油関連製品の価格高騰。
・工事、調査設計における労務単価の上昇。

（7）労務費・物価上昇による増加

（単位：百万円）

物価上昇内訳 物価上昇理由
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●当初、人道BOXの設置を計画。
●地元協議の結果、代替路による通行の確保が出来たため、当該箇所へ人道BOXを設置する必要性がなくなり、計画をとりや
めた。

６．コスト縮減に対する取組

21

約0.2億円の縮減

断面図

位置図 北条道路 延長13.5km

至 松江市

道の駅「ポート赤碕」

道の駅「琴の浦」

E9 東伯中山道路

E9
道の駅「はわい」

至 鳥取市

人道BOX

【縮減の内訳】

管渠工 26.1m → 0.17億円減

人道BOXのとりやめ

26.1m

（1）人道BOX設置のとりやめ
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７．今回のとりまとめ結果

◆３便益による費用便益比 （億円）

※基準年：R6年

◆まとめ

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮
される効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善
されることによる走行に必要な経費(燃料費、オイル
費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費)
の減少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出
している。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に
伴う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者
、歩行者に関する人的損害額、交通事故により損壊
を受ける車両や構築物に関する物的損害額等）が減
少する効果を貨幣価値として算出したもの。

項 目

JCT間
（鳥取IC～米子JCT）

北条道路

全体事業 残事業 全体事業 残事業

費用（C） 8,185 444 814 444

事業費 7,256 388 758 388

維持管理費 818 56 56 56

更新費 111 － － －

便益額（B） 18,012 598 578 578

走行時間短縮便益 14,615 409 394 394

走行経費減少便益 2,773 147 142 142

交通事故減少便益 623 42 42 42

費用便益比
2.2※1

2.7〔2％〕※2

3.0〔1％〕※2

1.3※1

1.9〔2％〕※2

2.3〔1％〕※2

0.7※1

1.1〔2％〕※2

1.3〔1％〕※2

1.3※1

1.8〔2％〕※2

2.2〔1％〕※2

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)

（ ）内は残事業B/C

JCT間
（鳥取IC～米子JCT）

14,300台/日～30,300台/日 約4,224億円 8,185億円 18,012億円 2.2（1.3）

北条道路 19,400台/日～27,400台/日 約843億円 814億円 578億円 0.7（1.3）

※総費用、総便益については、基準年（Ｒ６年）における現在価値を記入。 総便益は、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）
※１ 現在価値算出のための社会的割引率：４％
※２ 比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率
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■道路の役割
①環境への影響を考慮した効果[約2.0千トン／年のCO2削減]
②沿道環境の改善［NOX排出量：約7.3㌧/年（0.8％）削減、SPM排出量：約0.7㌧/年（1.6％）削減］
③物流効率化の支援[例）鳥取市～米子市までの所要時間短縮約4分（93分→89分）]

◆道路の役割

●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については従来の3便益に加えて「地域から期待される道路の役割」等を整理。



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

７．今回のとりまとめ結果
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山陰自動車道（鳥取IC～米子JCT）延長 79.8km

開通済区間
L=5.4km
米子道路

(淀江～米子東)

開通済区間
L=12.1km
名和・淀江道路

開通済区間
L=4.3km

中山・名和道路

開通済区間
L=12.0km
東伯・中山道路

事業中
L=13.5km
北条道路

開通済区間
L=13.2km
青谷・羽合道路

開通済区間
L=6.4km
鳥取西道路
(Ⅲ期)

開通済区間
L=5.9km
鳥取西道路
(Ⅱ期)

開通済区間
L=7.0km
鳥取西道路
(Ⅰ期)

B/C EIRR

一体評価区間
(事業全体) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2.2 9.0%

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
※1：一体評価B/C等の算定にあたり、供用区間・事業中区間・調査中区間（計画段階評価、都市計画決定が完了している区間）は将来ネットワークに含む
※2：基準年をR6として計算

【凡例】
開通済区間
事業中区間

○広域ネットワークでの費用便益分析 ＜山陰自動車道（鳥取ＩＣ～米子ＪＣＴ）＞



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

今後の対応方針（原案）

①事業の必要性の視点

2）事業の効果

◇倉吉市の倉吉パークスクエアに隣接して鳥取県立美術館の整備が進められている（令和7年3月30日開業予定）。
◇重点「道の駅」に指定されている道の駅「ほうじょう」（旧称 北条公園)が令和7年度リニューアルオープンに向けて整備が進められている。
◇沿線地域の主要な観光地である青山剛昌ふるさと館が令和9年リニューアルオープンを目指して整備が進められている。

◇費用便益比（B/C）= 2.2（事業全体） 1.3（残事業）
◇道路の役割

①環境への影響を考慮した効果[約2.0千トン／年のCO2削減]
②沿道環境の改善［NOX排出量：約7.3㌧/年（0.8％）削減、SPM排出量：約0.7㌧/年（1.6％）削減］
③物流効率化の支援[例）鳥取市～米子市までの所要時間短縮約4分（93分→89分）]

3）事業の進捗状況

◇令和６年度末時点で用地買収は86%、工事は46％、全体では46％である。

②事業の進捗見込み

◇現在は用地買収及び工事を推進している。

③コスト縮減や代替案立案の可能性
◇今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。

【今後の対応方針（原案）】

◇上記①～③の各視点により、以上の状況を勘案すれば、事業の必要性・重要性は変わらないと考えられるため、今後とも事業継続が妥当。
◇今後の事業実施にあたっては、更なるコスト縮減に努力しつつ、効率的で効果的に事業を継続する。

「一般国道9号 北条道路」の意見「継続」という対応方針（原案）について異存ありません。
事業費の増加は、事前に予見不可能な内容で、道路の安全性や強靱性確保の観点からやむを得ないものと考えます。
またこの度、令和８年度の全線供用から、はわいIC～北条IC（仮称）の部分供用に見直しとなりましたが、引き続きコスト縮減と安全確保を図りつつ、一日も早い

供用開始にご尽力いただきますようお願いします。
あわせて、北条IC（仮称）～大栄東伯IC を含めた全線開通が大幅に遅延することがないよう工程精査をお願いします。

２．鳥取県への意見照会結果

１．再評価の視点

1）事業を巡る社会情勢等の変化

24



一般国道９号 北条道路
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＜参考資料＞

◆前回評価時との比較

25

前回評価時

（令和3年度）

今回再評価

（令和6年度） 備考

（前回評価時からの主な変更点）
広域NW間 北条道路 広域NW間 北条道路

事業諸元 - L＝13.5km L＝79.8km L＝13.5km

計画交通量 -
21,700～
28,800
台/日

14,300～
30,300
台/日

19,400～
27,400

台/日

・将来交通需要推計ベースの変更（H22年度全国道路・街路交通情勢調査ベース
→H27年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）

・最新の事業化ネットワークを反映

総事業費 - 約524億円 約4,224億円 約843億円

・土質改良の追加
・橋梁詳細設計による杭長の延伸
・軟弱地盤対策の追加
・労務費・物価上昇による増額 等

総費用

（C）
- 487億円 8,185億円 814億円

・総事業費の増加
・基準年の変更（R3基準からR6基準）

総便益

（B）
- 645億円 18,012億円 578億円

・将来交通需要推計ベースの変更（H22年度全国道路・街路交通情勢調査ベース
→H27年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）

・「費用便益分析マニュアル」改訂（R5.12）による変更
・基準年の変更（R3基準からR6基準）
・最新の事業化ネットワークを反映

費用対効果

（B/C）
- 1.3 2.2 0.7 ・総費用及び総便益を見直したため

※「広域NW間」とは鳥取ＩＣ～米子ＪＣＴの区間。
※費用/便益は基準年における現在価値の値



一般国道９号 北条道路
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＜参考＞３便益以外の便益

基本3便益以外の効果項目 算定概要

（１）温室効果ガス低減 走行性改善によるCO2排出量削減効果を便益として算定

（２）騒音低減 走行性改善による騒音の低減効果を便益として算定

（３）NOx削減効果 走行性改善によるNOx排出量削減効果を便益として算定

26



一般国道９号 北条道路
ほうじょう

関連SDGS

＜参考＞３便益以外の便益

27

①環境負荷ガス排出量削減・騒音低減に伴う生活環境改善効果

環境負荷ガス排出量削減に伴う環境改善効果
⇒ CO2：1.03億円、NOX: 0.46億円

※整備後50年間の便益額として試算した値
便益額(試算値)＝
(整備なしの排出量貨幣評価値－整備ありの排出量貨幣評価値)×
365日×評価期間(整備後50年間)

騒音低減に伴う生活環境の改善効果
⇒ 2.13億円

※整備後50年間の便益額として試算した値
便益額(試算値)＝(騒音低減便益(億円/年))×評価期間(整備後50年間)
※騒音低減便益：整備なしの騒音貨幣評価値－整備あり騒音貨幣評価値

一般国道９号の旅行速度の状況 大気環境・騒音に関する交通量推計結果

▼CO2

▼騒音

▼NOx※影響エリア全体として ※影響エリア全体として

※現道区間として

データ：R22将来交通量推計結果(H27ベース)

効果項目：（1）温室効果ガス低減、 （2）騒音低減、（3） NOx削減効果

●一般国道９号（はわいIC～大栄東伯IC）は、山陰道のミッシングリンク区間となっており、はわいIC端末や田井交差点で朝ピーク
時を中心に速度低下が発生している。

●北条道路が整備されることで、走行速度が向上し、環境負荷や騒音の低減により生活環境が改善する。
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鳥取県への意見照会と回答 

  



国中整企画第４７号 

国中整港計第２６号 

令和６年１１月１４日 

鳥取県知事 様 

 

国土交通省 中国地方整備局長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

中国地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の 

作成に係る意見照会について（依頼） 

 

 

 貴職におかれましては、日頃から国土交通行政に対するご理解、ご協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

 さて、当地方整備局管内における直轄事業については、国土交通省所管公共事業の再評

価実施要領（以下「実施要領」という。）に基づき、事業採択後一定期間が経過している

事業等について、その効率性、実施過程の透明性を確保するため、中国地方整備局事業評

価監視委員会（以下、「委員会」という。）において、再評価に係る対応方針（原案）に

ついて審議しております。 

 このたび、令和６年１２月４日に委員会を開催することとなりましたので、実施要領に

基づき、委員会に諮る対応方針（原案）の作成にあたり、別紙について貴職のご意見を賜

りたく依頼致します。 

  



（別紙） 

 

 

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考 

皆生海岸直轄海岸保全施設整備事業 継続  

一般国道９号 北条道路 継続  

一般国道１８３号 鍵掛峠道路 継続  

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業評価監視委員会」へ諮る対応方針（原案）

を作成します。 

 

 

■ ご意見の返信期限：令和６年１１月２６日（火）まで （※様式自由） 

 

 

■ 返信・お問い合わせ先 

 〒730-8530 広島市中区上八丁堀６－３０ 広島合同庁舎２号館 

  中国地方整備局 企画部 企画課 

   建設専門官 前田 （内線：３１５３）<maeda-k87mb@mlit.go.jp> 

   係 長  土井 （内線：３１６６）<doi-y87uk@mlit.go.jp> 

   係 員  三島 （内線：３１６７）<mishima-s87vh@mlit.go.jp> 

  TEL：０８２－２２１－９２３１（代表） 



第２０２４００２０６８７７号  

令 和 ６ 年 １ １ 月 ２ １ 日 

 

 

国土交通省中国地方整備局長 様 

 

 

 

鳥 取 県 知 事 

                          （公印省略） 

 

 

 

中国地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る 

意見照会について(回答) 

 

 

 平素から当県の道路・海岸行政の推進につきまして、格別の御配慮をいただき厚くお礼

申し上げます。 

令和６年１１月１４日付国中整企画第４７号及び国中整港計第２６号で依頼のあった委

員会に諮る対応方針（原案）について、異存ありません。 

また、各対象事業への意見を別紙のとおり回答します。 

 

 

 

担当 【皆生海岸関係 】河 川 課 椎木、和田 電話 ０８５７－２６－７３７４ 

担当 【北条道路関係 】道路企画課 宮中    電話 ０８５７－２６－７６９６ 

担当 【鍵掛峠道路関係】道路企画課 安藤    電話 ０８５７－２６－７３５５ 

 

 

 

 

 

 



（別紙） 

 

事業執行に関しての付帯意見 

 

事業名 付帯意見 備考 

皆生海岸 

直轄海岸保全施設整備事業 

現在までに実施された侵食対策事業により砂

浜が回復するなど事業の効果が見られますが、依

然として汀線が安定しない箇所もあり、引き続き

事業の推進をお願いします。 

また、皆生海岸全体の砂浜に配慮した海岸侵食

対策を推進していくため、モニタリングにより海

岸保全施設の整備効果や影響を検証していただ

きますようお願いします。 

なお、事業の執行に際しては、できる限り経費

の縮減を図られるようお願いします。 

 

 

一般国道９号 

北条道路 

事業費の増加は、事前に予見不可能な内容で、

道路の安全性や強靱性確保の観点からやむを得

ないものと考えます。 

またこの度、令和８年度の全線供用から、はわ

い IC～北条 IC（仮称）の部分供用に見直しとな

りましたが、引き続きコスト縮減と安全確保を図

りつつ、一日も早い供用開始にご尽力いただきま

すようお願いします。 

あわせて、北条 IC（仮称）～大栄東伯 IC を含

めた全線開通が大幅に遅延することがないよう

工程精査をお願いします。 

 

 

一般国道１８３号 

鍵掛峠道路 

 事業費の増加は、事業計画段階では予見不可能

な内容で、工事の安全性確保と周辺地域への影響

を考慮するとやむを得ないものと考えますが、コ

スト縮減と安全確保を図りつつ、鳥取県側区間の

部分開通が大幅に遅延することがないよう工程

精査をお願いします。 
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